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〇
黒
石
市
起
業
移
住
支
援
基
金
条
例
制
定
に

つ
い
て

黒
石
市
に
お
い
て
起
業
し
、
又
は
黒
石
市

へ
移
住
し
よ
う
と
す
る
者
の
支
援
に
要
す
る

経
費
に
充
て
る
た
め
の
基
金
を
設
置
す
る
た

め
提
案
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

〇
黒
石
市
企
業
立
地
促
進
条
例
制
定
に
つ

い
て黒

石
市
に
企
業
を
立
地
す
る
者
に
対
し
必

要
な
優
遇
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
企

業
の
立
地
を
促
進
し
、
産
業
の
振
興
と
雇
用

機
会
の
拡
大
を
図
る
た
め
に
提
案
さ
れ
、
可

決
し
ま
し
た
。

条
例
制
定
に
つ
い
て

第
４
回
定
例
会
議
案
審
議

議
決
さ
れ
た
議
案
等
の
中
か
ら

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

○
令
和
２
年
第
４
回
定
例
会

会
期
15
日
間11

月
30
日
～
12
月
14
日

市
長
提
出
議
案
等
及
び
議
員
提
出

議
案
全
30
件
の
中
か
ら
主
な
も
の
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
各
議
員
の
賛
否
状
況
に
つ
い

て
は
、
４
頁
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
議
案
等
の
一
覧
は
、
黒
石
市

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
御
覧
に

な
れ
ま
す
。

〇
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）

歳
入
歳
出
と
も
８
億
７
０
２
５
万
円
を
追

加
し
、
予
算
の
総
額
を
２
２
２
億
８
２
９
５

万
４
千
円
と
し
ま
し
た
。

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
総
務
費
で
は
、「
市

立
図
書
館
建
設
等
工
事
費
」
７
億
５
４
５
３

万
７
千
円
を
追
加
し
、「
誇
れ
る
ふ
る
さ
と

黒
石
応
援
基
金
積
立
金
」
８
０
０
０
万
円
な

ど
を
増
額
し
ま
し
た
。
教
育
費
で
は
、
各
小

学
校
の
光
熱
水
費
２
９
９
万
６
千
円
及
び
燃

料
費
２
７
１
万
円
を
増
額
し
た
ほ
か
、「
修

学
旅
行
キ
ャ
ン
セ
ル
料
」
６
８
３
万
２
千
円

を
減
額
し
ま
し
た
。

歳
入
の
主
な
も
の
は
、
国
庫
支
出
金
で

は
、「
都
市
構
造
再
編
集
中
支
援
事
業
費
補

助
金
」
３
億
７
５
７
０
万
円
な
ど
を
増
額

し
、
寄
附
金
で
は
、「
誇
れ
る
ふ
る
さ
と
黒

石
応
援
基
金
寄
附
金
」
８
０
０
０
万
円
な
ど

を
増
額
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て
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〇
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
に
対
す
る

公
的
補
助
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
の
さ
ら
な
る

普
及
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も
生
活
の
質
を
落

と
さ
ず
、
心
身
と
も
健
や
か
に
過
ご
す
こ
と

が
で
き
、
鬱
や
認
知
症
の
予
防
、
ひ
い
て
は

健
康
寿
命
の
延
伸
、
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ

な
が
る
と
考
え
ま
す
。

黒
石
市
議
会
は
、
加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴

器
購
入
に
対
す
る
公
的
補
助
制
度
を
創
設
す

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
意
見
書
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
衆
・
参
議
院
議
長
及
び
内
閣

総
理
大
臣
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

〇
黒
石
市
図
書
館
建
設
基
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

図
書
館
の
環
境
整
備
を
図
る
こ
と
で
市
民

の
読
書
環
境
の
充
実
に
資
す
る
た
め
に
提
案

さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

〇
黒
石
市
児
童
館
・
児
童
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

黒
石
市
立
上
十
川
児
童
館
を
廃
止
す
る
こ

と
等
に
伴
い
提
案
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

〇
黒
石
市
落
合
共
同
浴
場
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

黒
石
市
落
合
共
同
浴
場
を
民
間
に
譲
渡
す

る
た
め
に
提
案
さ
れ
、
可
決
し
ま
し
た
。

〇
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル
（
仮
称
）
の
早
期
建

設
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

国
道
１
０
２
号
は
、
津
軽
と
南
部
を
結
ぶ

十
和
田
湖
経
由
の
大
動
脈
と
し
て
供
用
さ

れ
、
国
際
的
観
光
地
で
あ
る
十
和
田
・
八
幡

平
圏
域
へ
の
観
光
ル
ー
ト
と
し
て
、
重
要
な

役
割
を
担
う
路
線
で
あ
り
、
山
間
部
に
お
け

る
災
害
時
の
避
難
路
と
し
て
も
非
常
に
重
要

な
役
割
も
兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
路
線
は
特
別
豪
雪

地
帯
に
位
置
し
て
お
り
、
一
部
の
区
間
は
毎

年
11
月
か
ら
４
か
月
余
り
冬
期
閉
鎖
さ
れ
、

物
流
に
不
便
を
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ト

ン
ネ
ル
整
備
は
周
辺
自
治
体
及
び
住
民
の
切

実
な
願
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

黒
石
市
議
会
は
、
西
十
和
田
ト
ン
ネ
ル

（
仮
称
）
の
早
期
建
設
を
強
く
要
望
す
る
意

見
書
を
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、
青
森
・
秋

田
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
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第
４
回
定
例
会
に
お
い
て
行
わ
れ

た
一
般
質
問
の
中
か
ら
、
１
議
員
に

つ
き
２
項
目
程
度
の
質
問
及
び
答
弁

の
要
旨
を
質
問
議
員
が
自
ら
作
成

し
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。
内
容
等
で

ご
不
明
な
点
は
、
議
員
に
直
接
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
黒
石
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
は
、
会
議
録
の
公
開
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
一
般
質
問
の
内
容
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ

フ
ァ
イ
ル
に
て
御
覧
に
な
れ
ま
す
。

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
下
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
く
と
簡
単
に
掲

載
サ
イ
ト
に
接
続
で
き

ま
す
。 10

人
が
市
政
を
問
う

一
般
質
問

⬘

投
票
率
向
上
の
た
め
の
取
組
の
一

環
と
し
て
、
投
票
所
の
見
直
し
と
整

備
に
つ
い
て
当
市
の
考
え
は

⬙

東
公
民
館
や
柵
ノ
木
会
館
で
は
、
以

前
、
駐
車
場
内
で
事
故
が
あ
り
、
駐
車

場
不
足
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
有
権
者
が
減
少
し
て
い
る
投

票
区
や
投
票
所
同
士
の
距
離
が
近
い
投

票
区
の
統
合
や
再
編
に
よ
る
全
体
的
な

見
直
し
な
ど
、
令
和
４
年
に
実
施
さ
れ

る
選
挙
に
合
わ
せ
進
め
て
い
き
ま
す
。

黒石市民倶楽部
三上 廣大 議員

一問一答方式

議 案 等 名

採
決
結
果

工
藤

和
子

黒
石
ナ
ナ
子

三
上

廣
大

大
平

陽
子

工
藤

禎
子

大
久
保
朝
泰

大
溝

雅
昭

佐
々
木

隆

今

大
介

工
藤

和
行

工
藤

俊
広

北
山

一
衛

中
田

博
文

後
藤

秀
憲

村
上

啓
二

村
上

隆
昭

加齢性難聴者の補聴
器購入に対する公的
補助制度の創設を求
める意見書

可決 ※ ● 〇 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 ● ● ● 〇 〇 〇

議案等に対する各議員の賛否状況
〇は賛成、●は反対、※は議長のため採決に加わっていま
せん。
賛否が分かれた議案等のみを掲載しています。

一般質問
基本 15.39pt
14.75pt
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⬘

部
活
動
を
理
由
と
し
た
中
学
生
の

学
区
外
就
学
に
つ
い
て

⬙

就
学
す
べ
き
学
校
に
希
望
す
る
部
活

動
が
な
い
場
合
は
、
来
年
度
か
ら
許
可

す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

⬘

子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

⬙

安
定
的
な
財
源
確
保
に
努
め
、
段
階

的
に
引
き
上
げ
て
い
く
方
向
で
検
討
し

ま
す
。

⬘

市
庁
舎
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
に
つ
い
て

⬙

庁
舎
玄
関
等
に
消
毒
液
を
置
き
、
窓

口
カ
ウ
ン
タ
ー
に
は
ビ
ニ
ー
ル
カ
ー
テ

ン
等
の
設
置
を
し
て
い
ま
す
。

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
等
に
よ
る
検
温
の

実
施
は
、
今
後
、
市
内
に
お
い
て
感
染

拡
大
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
対
応

を
検
討
し
ま
す
。

⬘

今
後
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
応
に
つ

い
て

⬙

今
年
度
、
実
施
を
延
期
し
た
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
か
ら
旅
行
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や

メ
デ
ィ
ア
を
招
聘
す
る
Ｊ
Ａ
Ｌ
フ
ァ
ム

ト
リ
ッ
プ
を
来
年
秋
以
降
に
行
う
計
画

と
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
収
束
後
に
は
、
即
座
に
攻
勢

で
き
る
よ
う
体
制
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

⬘

メ
ロ
ン
「
黄
美
香
」、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て

⬙

津
軽
伝
承
工
芸
館
南
側
に
隣
接
す
る

遊
休
農
地
に
特
産
果
樹
の
圃
場
を
整
備

し
ま
し
た
。
周
辺
に
優
れ
た
観
光
施
設

が
あ
り
、
農
産
物
と
観
光
の
魅
力
を
同

時
発
信
す
る
こ
と
で
農
観
連
携
の
活
性

化
に
寄
与
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
イ
ベ
ン
ト
や
祭
り
の
今
後
に
つ
い
て

⬘

特
別
職
及
び
一
般
職
員
の
給
与

カ
ッ
ト
の
総
額
は
。
ま
た
、
給
与

カ
ッ
ト
を
来
年
度
か
ら
止
め
て
は
ど

う
か

⬙

平
成
10
年
度
決
算
で
赤
字
財
政
に
転

じ
た
後
、
平
成
11
年
か
ら
特
別
職
の
給

与
カ
ッ
ト
、
平
成
16
年
か
ら
は
一
般
職

も
含
め
大
幅
な
給
与
カ
ッ
ト
を
実
施
し

た
結
果
、
平
成
20
年
度
決
算
に
て
10
年

ぶ
り
に
黒
字
に
回
復
し
、
そ
の
後
徐
々

に
一
般
職
の
給
与
カ
ッ
ト
率
を
緩
和
し

た
中
で
、
昨
年
度
ま
で
の
削
減
累
計
額

は
、
特
別
職
で
約
１
億
５
千
万
円
、
一

般
職
で
約
13
億
３
千
万
円
で
す
。
令
和

２
年
度
で
は
、
一
般
職
の
課
長
補
佐
２

％
、
課
長
級
４
％
、
部
長
級
５
％
の

カ
ッ
ト
で
総
額
９
８
０
万
円
、
特
別
職

は
30
％
給
与
カ
ッ
ト
で
総
額
１
千
９
万

３
千
円
で
す
。
今
後
予
定
の
大
型
事

業
、
社
会
保
障
関
係
事
業
な
ど
各
施
策

に
対
応
し
な
が
ら
も
職
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
や
人
的
資
源
の

確
保
等
の
観
点
か
ら
は
給
与
カ
ッ
ト
廃

止
の
早
期
実
現
を
目
指
す
べ
き
と
考
え

て
い
ま
す
。

黒石自民クラブ
工藤 和行 議員

一問一答方式

黒石自民クラブ
大平 陽子 議員

一括方式

新自民・公明クラブ
黒石ナナ子 議員

一括方式
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新自民・公明クラブ
中田 博文 議員

一問一答方式

⬘

六
郷
小
学
校
爆
発
事
故
に
つ
い
て

⬙

令
和
２
年
12
月
４
日
に
第
12
回
弁
論

準
備
手
続
き
が
行
わ
れ
、
争
点
と
証
拠

の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
次
は
、

令
和
３
年
１
月
28
日
の
予
定
で
す
。

⬘

企
業
誘
致
の
状
況
及
び
、
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
の
推
進
に
つ
い
て

⬙

企
業
誘
致
活
動
推
進
の
た
め
、
雇
用

促
進
助
成
金
や
固
定
資
産
税
の
減
免
な

ど
企
業
立
地
促
進
条
例
案
を
本
議
会
に

上
程
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
市
に
お

け
る
工
業
団
地
は
完
売
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
不
動
産
会
社
な
ど
へ
情
報
提
供

を
依
頼
し
、
空
き
物
件
を
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
沖
揚
平
、
厚
目
内
地
区

な
ど
へ
の
光
フ
ァ
イ
バ
を
整
備
し
、
高

速
ネ
ッ
ト
回
線
の
普
及
に
よ
り
テ
レ

ワ
ー
ク
の
推
進
に
繋
げ
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
自
治
体
協
議
会
へ
の
加
入
に
よ

り
、
新
た
な
働
き
方
に
対
す
る
環
境
づ

く
り
を
行
い
、企
業
誘
致
を
進
め
ま
す
。

新自民・公明クラブ
大溝 雅昭 議員

一問一答方式

⬘

観
光
施
設
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
。
入
込
数

と
経
営
状
況
（
売
上
）
及
び
支
援
は

⬙

４
～
６
月
前
年
度
同
時
期
比
は
、
伝

承
工
芸
館
の
入
込
数
（
以
下
□入
）
は
約

９
割
減
・
売
上
（
以
下
□売
）
は
約
８
割

減
、
こ
け
し
館
□入
約
６
割
減
・
□売
約
５

割
減
、
松
の
湯
交
流
館
□入
約
７
割
減
・

□売
約
７
割
減
、
こ
み
せ
駅
□入
約
６
割

減
・
□売
約
４
割
減
。
支
援
は
感
染
症
対

策
用
物
品
の
配
付
、
休
館
に
協
力
金
の

交
付
。
国
・
県
の
施
策
紹
介
、
黒
石
限

定
マ
ッ
コ
付
宿
泊
応
援
事
業
、
日
帰
り

温
泉
入
浴
応
援
事
業
に
よ
る
誘
客
促
進

策
も
重
要
な
支
援
と
捉
え
て
い
ま
す
。

⬘

水
道
料
金
改
定
の
所
見
は

⬙

広
域
水
道
企
業
団
は
基
本
料
金
や
使

用
料
金
の
値
上
げ
を
し
ま
す
が
黒
石
市

の
契
約
基
本
水
量
が
約
６
割
に
減
っ
た

の
で
差
額
は
約
７
千
万
円
の
減
額
の
見

込
み
。
使
用
量
等
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま

す
が
１
世
帯
約
１
割
下
げ
る
方
針
で
す
。

⬘

旧
大
黒
デ
パ
ー
ト
の
解
体
が
始
ま

り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
施
設
建
設
が
現

実
味
を
帯
び
て
き
た
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は

⬙

基
本
構
想
・
基
本
計
画
を
策
定
後
、

令
和
２
年
度
末
ま
で
に
設
計
業
者
の
選

定
を
行
う
予
定
で
す
。
建
設
は
４
年
度

か
ら
５
年
度
ま
で
の
２
か
年
で
、
５
年

度
中
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。

⬘

２
月
の
食
と
伝
統
芸
能
に
よ
る
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て

⬙

県
内
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、
８
０

０
セ
ッ
ト
限
定
の
市
特
産
品
を
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
方
式
で
引
き
渡
す
こ
と
に
変
更

し
ま
し
た
。
１
月
中
旬
か
ら
チ
ケ
ッ
ト

を
販
売
し
２
月
11
日
に
引
き
渡
し
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
立
図
書
館
建
設
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
つ
い
て

・
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
と
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
つ
い
て

・
今
年
度
の
成
人
式
に
つ
い
て

新自民・公明クラブ
大久保朝泰 議員

一問一答方式

6

市 政 を 問 う



議
会
報
告
会
の
開
催
に
つ
い
て

⬘

①
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

残
数
が
あ
る
医
療
機
関
を
紹
介
で
き

る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
②
委
託
契
約

を
結
ぶ
医
療
機
関
を
弘
前
市
に
も
増

や
す
べ
き

⬙

①
市
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
接

種
を
希
望
し
て
い
る
方
に
は
可
能
な
医

療
機
関
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
②

御
指
摘
も
含
め
て
市
民
が
受
け
や
す
い

よ
う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

子
ど
も
食
堂
を
開
設
す
る
団
体
や

個
人
に
協
力
し
て
い
く
べ
き

⬙

子
ど
も
食
堂
に
つ
い
て
情
報
収
集

し
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

支
援
で
き
る
こ
と
は
協
力
し
て
い
き
ま

す
。

そ
の
他
の
質
問

・
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
つ
い
て

・
少
人
数
（
30
人
）
学
級
の
実
現
に
つ

い
て

⬘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
検
査
体

制
に
つ
い
て

⬙

か
か
り
つ
け
医
に
電
話
相
談
し
、
か

か
り
つ
け
医
が
診
療
・
検
査
で
き
な
い

場
合
は
診
療
・
検
査
で
き
る
医
療
機
関

を
患
者
に
案
内
す
る
な
ど
の
対
応
で
す
。

⬘

行
政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推

進
に
つ
い
て

⬙

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
に
向

け
各
種
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
充
実
さ
せ
ま

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
県
内
市
町
村

と
共
同
の
申
請
サ
イ
ト
の
利
用
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

⬘

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
推

進
に
つ
い
て

⬙

こ
れ
ま
で
環
境
基
本
計
画
の
策
定
や

省
エ
ネ
再
エ
ネ
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言

に
つ
い
て
は
国
県
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

⬘

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
新
年
度

予
算
へ
の
影
響
に
つ
い
て

⬙

歳
入
面
で
は
市
税
及
び
地
方
交
付
税

の
大
幅
な
減
額
が
見
込
ま
れ
、
歳
出
面

で
も
公
共
施
設
の
建
設
、
解
体
等
の
経

費
に
加
え
、
経
済
回
復
に
要
す
る
費
用

が
必
要
に
な
り
、
財
政
状
況
は
さ
ら
に

厳
し
く
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

新
年
度
予
算
は
全
て
の
事
業
の
徹
底

し
た
見
直
し
で
経
費
の
節
減
合
理
化
を

行
い
ま
す
。

⬘

今
後
の
財
政
運
営
の
見
通
し
に
つ

い
て

⬙

図
書
館
、
市
複
合
施
設
の
建
設
を

行
っ
て
も
、
実
質
公
債
費
比
率
は
18
％

を
下
回
る
見
込
み
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て

・
市
内
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

日本共産党
工藤 禎子 議員

一問一答方式

新自民・公明クラブ
工藤 俊広 議員

一問一答方式

新自民・公明クラブ
北山 一衛 議員

一問一答方式
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発
行
　
黒
石
市
議
会

編
集
　
市
議
会
だ
よ
り

　
　
　
編
集
特
別
委
員
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w
w
.city.kuroishi.aom

ori.jp/shisei/gikai/index.htm
l

Ｅ
メ
ー
ル

 kuro-gikai@
city.kuroishi.aom

ori.jp

住
所
　
黒
石
市
市
ノ
町
11
の
1

電
話
　
0172－

52－
2111

㈹
F
A
X　
0172－

52－
6191

令
和
３
年
３
月
１
日
　
第
32号

　第３１号でもお知らせしましたとおり、黒石市議会で
は、昨年の第４回定例会からインターネット中継による
本会議の配信が開始されました。　
　この取組とともに、当特別委員会においてもこれま
で以上に見やすく、わかりやすい議会だよりの発行を目
指すことで、開かれた議会づくり推進の一翼を担ってい
きたいと思います。  （三上　廣大）

編
集
後
記

議
会
だ
よ
り

編
集
特
別
委
員
会

委 員 長　 今　　大介

副委員長　 三上　廣大

委　　員　 大平　陽子

　 〃 　　 黒石ナナ子

　 〃 　　 大溝　雅昭

　 〃 　　 工藤　禎子

議会のインターネット中継の配信について議会のインターネット中継の配信について

　黒石市議会では、昨年の第４回定例会黒石市議会では、昨年の第４回定例会

から本会議のライブ中継をインターから本会議のライブ中継をインター

ネット動画配信サービスネット動画配信サービス（YouTubeYouTube）で

配信しました。今後は録画中継についても配信しました。今後は録画中継についても

配信する予定です。配信する予定です。

　詳細については黒石市議会のホーム　詳細については黒石市議会のホーム

ページに掲載していきますのでぜひ御覧ページに掲載していきますのでぜひ御覧

ください。ください。

議会改革推進特別委員会で研修会を開催しました議会改革推進特別委員会で研修会を開催しました

　議会改革推進特別委員会では、令和２年　議会改革推進特別委員会では、令和２年

12月16日に、議会におけるタブレット端末12月16日に、議会におけるタブレット端末

活用について検証するため、デモン活用について検証するため、デモンストスト

レーション（研修会）を開催しました。レーション（研修会）を開催しました。

　当日は、コロナ禍の状況を踏まえてＷｅｂ当日は、コロナ禍の状況を踏まえてＷｅｂ

会議形式で行いましたが、積極的な意見が会議形式で行いましたが、積極的な意見が

交わされ、今後も活用する効果、必要性交わされ、今後も活用する効果、必要性

などを検証することとしました。などを検証することとしました。


